
令和７年度 西岳地区（西岳小・吉之元小・西岳中）学校運営協議会 実施報告 

１ 学校の概要 

学校名 都城市立西岳中学校 

都城市立西岳小学校 

都城市立吉之元小学校 

校長名 松下 将大 

山下 博史 

川手 めぐみ 

学級数 

西岳中（３） 

西岳小（３） 

吉之元小（２） 

児童生徒数 

西岳中（16）名 

西岳小（17）名 

吉之元小（８）名 

職員数 

西岳中（12）名 

西岳小（７）名 

吉之元小（６）名 

教 育 

目 標 

西岳中：「確かな学力と豊かな人間性を備え、力強く生き抜く生徒の育成」 

西岳小：「確かな学力と、豊かな心を備えた、たくましい西岳っ子の育成」 

吉之元小：「学び合い・認め合い・高め合う児童の育成」 

 

２ 学校運営協議会に関わる組織 

⑴  委員（計 22名）・事務局（計６名）  

学

校

運

営

協

議

会

委

員 

№ 所属名（役職） 氏 名 備  考 

 

事

務

局 

役  職 氏 名 

１ 大塚地区自治公民館長 岩滿 良樹 副会長 西岳中校長 松下 将大 

２ 上川内地区自治公民館長 岩元 政治  西岳小校長 山下 博史 

３ 学校ボランティア代表 中村 正文  吉之元小校長 川手 めぐみ 

４ 長遊園施設長 森本 日良雄  西岳中教頭 永野 一美 

５ 西岳中学校前ＰＴＡ会長 今里 善嗣  西岳小教頭 有川 貴礼 

６ 西岳中学校ＰＴＡ会長 村山 博文 会長 吉之元小教頭 鈴木 弘一 

７ 西岳地区公民館長 和田 幸雄     

８ 荒川内地区自治公民館長 野間 登志子     

9 西岳小ボランティア代表 吉盛 ノリ子      

10 下川内地区民生児童委員 白鳥 ふき子      

11 上川内地区民生児童委員 假屋 弘子      

12 こども育成会代表 吉川 正智      

13 西岳小学校前ＰＴＡ会長 門松 俊哉      

14 西岳小学校ＰＴＡ会長 重信  洋      

15 折田代地区公民館長 田畑 利紀      

16 田野地区公民館長 古江 健一      

17 西岳地区民生・児童委員 竹松 治男      

18 折田代地区高齢者クラブ会長 篠田 健一      

19 西岳地区主任児童委員 山下 輝義      

20 放課後子ども教室指導員 安木 初美      

21 吉之元小ＰＴＡ会長 村山 美佳      

22 吉之元小ＰＴＡ 又木 里美      

⑵  組織編制  

 

【構成員】

　自治公民館長、民生児童委員

　地区内３校校長及びPTA会長、

　保護司、保育園職員・交通指導員

【連携して行う活動】

・ふれあい文化祭　・ふれあい標語コンクール

・ふるさと探訪　　・花いっぱい活動

・あいさつ運動

西岳中学校運営協議会

西岳小学校運営協議会

吉之元小学校運営協議会
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３ 年間の活動計画 

月 日 主な活動及び内容 

4月 

5月 15日 

5月 16日 

5月 19日 

5月 22日 

6月 5日 

6月 6日 

6月 16日 

7月 1日 

9月 20日 

9月 24日 

10月 7日 

10月 24日 

10月 24日 

10月 25日 

11月 3日 

11月 14日 

12月 1日 

12月 5日 

12月 18日 

12月 22日 

1月 16日 

1月 23日 

2月 5日 

3月 4日 

・学校運営協議会委員選出 

・吉之元・地区スポーツフェスタ（吉之元小） 

・わたげふれあいグラウンドゴルフ大会（西岳中） 

・長遊園交流・いもの苗植え（西岳小） 

・第１回学校運営協議会（委嘱状交付、学校運営協議会概要説明、学校経営方針説明他） 

・田植え（吉之元小） 

・田植え（西岳小） 

・フラワーボランティアによる花の苗植え支援（西岳小） 

・第２回学校運営協議会（吉之元小授業参観等） 

・西岳小中合同スポーツフェスタ（西岳小・西岳中） 

・小中合同あいさつ運動（西岳小･西岳中） 

・稲刈り（西岳小） 

・第３回学校運営協議会（西岳小授業参観、各校の行事及び学力向上の取組等説明・協議） 

・秋のフェスタ・給食交流会（吉之元小）【児童、保護者・家族、学校運営協議会委員の参加】 

・中学校カルチャーフェスタ（西岳中） 

・西岳地区ふれあい文化祭への参加（西岳小･西岳中･吉之元小） 

・稲刈り（吉之元小） 

・フラワーボランティアによる花植え支援（西岳小） 

・第４回学校運営協議会（西岳中授業参観、各校の行事及び学力向上の取組等説明・協議） 

・地域ボランティア参加によるもちつき（西岳小） 

・しめ縄作り（西岳小） 

・スケート学習、もちつき（吉之元小） 

・西岳中･夏尾中合同立志式（西岳地区公民館クラブハウス） 

・第５回学校運営協議会（学校評価書の承認、改善事項の協議） 

・高齢者とのふれあい活動（吉之元小） 

 

４ 今年度実施した「熟議」のテーマ（小中合同学校運営協議会を含む） 

① 西岳中学校（５・７・１０）月 

（テーマ）「高校等へ進学した際の、人間関係等の不適応を改善するために」  

  （具体策）夏季休業中を利用して、高校１日体験入学へ中学校１・２学年の時期から参加するよう

に促す。 

 

② 西岳小学校（５・７・１０）月 

（テーマ）「不登校やフリースクールに通う児童について」 

（具体策）学校だけではなく、地域からも声掛け等を行い、家庭の状況など情報を共有していく。 

 

③ 吉之元小学校（５・７・１０・１２）月 

（テーマ）「学校存続に向けた魅力ある教育活動の推進」 

（具体策）カリキュラム・マネジメントにより学習内容の精選・統合を進め、自由進度学習やプロ

ジェクト学習を推進した。マルシェ出店や「トモダチふやそうフェスティバル」開催で

吉之元小の魅力を発信し、特認校・校区外通学も含め学校存続の方策を熟議した。 



５ 学校運営協議会の意見を生かした特色ある取組 

 ⑴ 学校支援活動 

○ わたげふれあいグランドゴルフ大会（西岳中） 

「わたげ」とは、「わいわい、たのしく、げんきよく」の頭文字   

である。西岳地区元気高齢者クラブの方々の参加と協力のお陰  

で、中学生と地域の高齢者が混合でチームを組み、グラウンド 

ゴルフを通して交流を行うことができた。また、地域の高齢者 

の方々に、生徒手作りの年賀状を送付する交流活動も行い、数 

名から感謝の返事をいただいている。 

 

○ 学校ボランティア（西岳小） 

高齢者施設「長遊園」では、芋植えと芋ほりを施設の方々と一  

緒に行った。車いすを押したり会話をしたりしながら交流する  

ことができた。 

６月と１２月には、フラワーボランティアの方々と一緒に学校 

花壇と地区公民館の花壇に花を植栽した。１２月のもちつき会 

では、保護者と地域の方々に協力していただき、臼と杵を使っ 

たもちつきを体験できた。また、しめ縄づくりにおいても地域 

の方々に指導していただき児童一人一人が立派なしめ縄を作ることができた。今年度も多くの

地域ボランティアの協力を得て、たくさんの体験活を行うことができた。 

 

○ 学校ボランティア（吉之元小学校） 

秋のフェスタの日に、保護者や地域の方々を招いて「給食交流会」  

を行った。配膳は児童と保護者、職員が協力して行い、42名のお  

客様と会話をしたり、吉之元小の記念動画を見たりして、和気あ 

いあいとした時間を過ごすことができた。 

3月に行う高齢者宅訪問へ向けての事前活動として、年賀状作成   

を行った。95通の年賀状に手書きのメッセージを添えて投函し、   

春に花を持って高齢者宅を訪問することへの意欲付けを行うことが 

できた。 

 

⑵ 教育課程の改善（カリキュラム・マネジメント） 

 ○ キャリア教育や職業観の育成のために、総合的な学習の時間を中心に、地域人材や関連事業

者の活用について支援をいただいている。（西岳中） 

 ○ 田植え・稲刈り、もちつき、しめ縄づくり等、多くの体験活動を継続して計画し、ふるさと教

育を充実させていく。（西岳小） 

 ○ マルシェへの出店や、田植え・稲刈り・餅つき等の生産活動を継続して計画し、キャリア教育

の視点から教育課程の見直しを進めることができた。（吉之元小） 

 

 

 

 

【わたげグランドゴルフ大会の様子】 

【芋ほりの様子】 

【給食交流会の様子】 



⑶  地域貢献活動 

〇 地域の高齢者との交流として、手書きの年賀状を送付し生徒と高齢者との繋がりがもてた。 

（西岳中） 

〇 西岳地区ふれあい文化祭や千足神社祭りなどに児童全員で参加できた。地域の方やボランテ

ィアでお世話になった方への年賀状を送付し、交流の輪を深めることができた。（西岳小） 

〇 地域の高齢者の方へ年賀状を送付し、３月には高齢者宅を訪問することで、児童との交流の

貴重な機会となっている。（吉之元小） 
 

６ 学校運営協議会の成果と課題 （〇：成果 ●：課題） 

 

７ 次年度の方向性 

西岳地区全体の活性化と学校教育の充実を図るために、学校運営協議会を通して学校と地域

がどのように協働していくかということについて具体的な案を検討していく。 

また、熟義を通じて小・中の連携した取組を更に推進していく。 

 

○ 授業参観を取り入れることで、児童・生徒の普段の学校生活を見てもらうことができた。また教員

にとっては、参観授業のコメントをいただくことで、授業力向上や意欲の向上につながった。 

〇 ボランティア活動の充実、PTA との連携強化による学校行事の活性化、地域と連携した教育活動

の充実が成果としてあげられる。 

● 例年通りの時間設定であると、「熟議」の時間を十分にとることができなかったので、開催時間を

検討していく必要がある。 

● 仕事をされている委員は、日中の会に参加することが難しい。 

● 委員を引き受けてくださる方が少なくなってきており、人員確保が難しい。 


